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発表要旨 

日本の歴史学界におけるモンゴル帝国のイメージは、90年代以降大きく変わってきた。とりわけ杉山正明氏は一連の著作

やメディアを通じ、モンゴル帝国イメージを刷新し、その影響は広く浸透しつつある。では国民レベルでのモンゴル襲来のイメ

ージは、それがナショナルアイデンティティ強化に利用された戦前から今日までの間でどのように変わったのだろうか。洋画家

矢田一嘯（1859－1913）のパノラマ画「蒙古襲来絵図」と最近の日本の漫画での描写を比較してみたい。モンゴル軍を描く画

像・映像で目に付く特徴は、先進的な火薬兵器の描写である。特に近年は専門研究で、その時代に存在したことが証明され

ていないような種類の火薬兵器を、モンゴル軍がすでに実用化していたかのように描かれている。 

モンゴルは中央アジア・ホラズム朝征服からバグダード進攻の過程で、堅固な城壁に囲まれた都市を攻略するが、その過

程で様々な兵器を導入し、さらには南中国遠征に際しては、水軍も創設された。モンゴル帝国は中国やホラズムなど征服の

過程で各地の様々な技術（と技術者集団）を吸収していったことが知られる。それは軍事技術においても例外ではない。本発

表では、未解決の問題が多いモンゴル帝国の火薬兵器使用について今の時点でどのように評価できるのか、文献や考古学

など様々な面から考察してみたい。 
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